
新型インフルエンザ等における
医療体制においての医療資機材の整備について

参考資料４

厚生労働省健康局結核感染症課

新型インフルエンザ対策推進室



• 国及び都道府県等は、一般の医療機関においても、新型イン
フルエンザ等患者を診療する場合に備えて、個人防護具の準
備などの感染対策等を進めるよう要請する。

• 国及び都道府県等は、必要となる医療資器材（個人防護具、
人工呼吸器等）をあらかじめ備蓄・整備・整備する。

• 国は、都道府県等に対し、医療機関において、必要な医療

資器材や増床の余地に関して調査を行った上、十分な量を確
保するよう要請する 。
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新型インフルエンザ等対策政府行動計画



第２章 未発生期から進める医療体制の整備について

２．医療機関等における体制整備

（９）その他

①都道府県等は、特に帰国者・接触者外来や感染症指定医療機関等における個人防護具等の備蓄

及び流通の調整等に係る支援を行う。

第３章 発生期における医療体制の維持・確保について

１．海外発生期から地域発生早期における医療体制

（１）医療機関等における対応

ア）帰国者・接触者外来の設置について

④ 具体的な対応（都道府県等の役割）

（帰国者・接触者外来の設置及び運営等）

e 帰国者・接触者外来の運営を支援するため、感染対策資器材の調達、人材の配

分、及び抗インフルエンザウイルス薬の確保等を行う。

⑤ 帰国者・接触者外来を設置する医療機関の役割

b 医療従事者は個人防護具装着等十分な感染対策を行い、他の疾患の患者と接

触することのないよう動線を確保するよう努める。

ｆ 医療従事者が十分な感染対策を実施できるよう、個人防護具等を適宜補充する。

カ）その他の対応

③厚生労働省は、国内の新型インフルエンザ等患者の発生状況を把握しつつ、ワクチ

ン 、抗インフルエンザウイルス薬、感染対策資器材等が適正かつ円滑に流通するよ

う調整する。
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４．医療体制に関するガイドライン



２．地域感染期における医療体制

（１）医療機関における対応

ア） 一般の医療機関における診療

⑩医療機関は、新型インフルエンザ等の重症患者の入院については、可能な限り陰

圧管理できる病室を使用することが望ましい。陰圧管理が困難な場合は、換気の

良好な個室を使用する。個室が確保できず複数の患者がいる場合は、同じ部屋に

集めて管理することを検討する等を行い、新型インフルエンザ等の入院患者とそれ

以外の疾患の患者とを物理的に離し、院内感染対策に十分配慮する。

カ） その他の対応

②厚生労働省は、国内で、抗インフルエンザウイルス薬、感染対策資器材等が適正か

つ円滑に流通するよう調整する。

３．小康期以降の医療体制

（２）今後の資源配分の検討

③都道府県等は、医療機関の従業員の勤務状況及び医療資器材の在庫状況を確認

し、新型インフルエンザ等やその他の疾患に係る診療が継続されるように調整する。

第４章 患者搬送及び移送について

感染症法第 26 条で準用する第 19 条又は第 46 条の規定に基づく入院措置が行われてない患者につい
ては、消防機関による搬送が行われることとなるが、消防機関においては感染対策のため必要な個人防護
具等の準備を行う。
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４．医療体制に関するガイドライン
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新型インフルエンザ患者入院医療機関設備整備事業

施設 設備

新型インフルエンザ患者入院医療機関
は、陰圧化や個室化等、院内感染防止
に配慮した病床整備をすること。

ア 新設、増設に伴う初期設備を購入する
ために必要な需要品（消耗品）及び備
品購入費

イ 人工呼吸器及び付帯する備品

ウ 個人防護具
（マスク、ゴーグル、ガウン、グローブ、
キャップ、フェイスシールド）

エ 簡易陰圧装置

オ 簡易ベッド

整備対象施設及び設備



規格参考例

マスク 感染リスクの高い医療従事者が着用することを考慮し、NIOSH(米国労働
安全衛生研究所）規格N95、または不織布素材で製造されているサージ
カルマスクであること。

顔面とマスクのフィットを高いレベルで確保できるよう、伸縮性のある締
めひもで首回りと後頭部を押さえる構造であること。
鼻部から漏れこみを押さえられるノーズクリップが装着されている。

ゴーグル 防曇処理加工が施され、レンズ部は耐衝撃性の高いポリカーボネイト製
である。次亜塩素酸液への浸漬やアルコール清拭による消毒で再利用
が可能である。眼鏡をかけた者でも装着が可能である。密着式タイプで
ある。

ガウン 耐水性のある不織布素材である。長袖で体の全面をおおえる後ろ開き形
式であり、通気性、透湿性があるもの。業務遂行に支障がないよう、首部
及び腰部背面で留めるしめひもを有する。

グローブ 水の浸透性がなく、タンパクアレルギーを起こしにくい素材であること。手
首にガウンとグローブの隙間が出来ないように十分な長さを有している。

キャップ 毛髪を覆い、こぼれ出るのを防ぐゴム付きのもの。マスクやゴーグルの
着脱時に巻き込まれて外れないもの。不織布素材であること。

フェイスシー
ルド

防曇処理加工が施され、眼鏡をかけた者でも装着が可能である。

個人防護具に関する規格参考例
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新型インフルエンザ等発生時に初期対応を行う「検疫所」「医療
機関」「保健所」における感染対策に関する手引き（暫定１．０

版）より抜粋



カバーオール（全身防護具）

7

新型インフルエンザ等発生時に初期対応を行う「検疫所」「医療機
関」「保健所」における感染対策に関する手引き（暫定１．０版）より

抜粋



個人防護具に関する規格参考例（案）

規格参考例（現在） 規格参考例（今後）

マスク 感染リスクの高い医療従事者が着用することを考慮し、
NIOSH(米国労働安全衛生研究所）規格N95、または不織布
素材で製造されているサージカルマスクであること。

顔面とマスクのフィットを高いレベルで確保できるよう、伸縮
性のある締めひもで首回りと後頭部を押さえる構造であるこ
と。

鼻部から漏れこみを押さえられるノーズクリップが装着され
ている。

感染リスクの高い医療従事者が着用することを考慮し、
NIOSH(米国労働安全衛生研究所）規格N95、または不織布
素材で製造されているサージカルマスクであること。

顔面とマスクのフィットを高いレベルで確保できるよう、伸縮
性のある締めひもで首回りと後頭部を押さえる構造であるこ
と。

鼻部から漏れこみを押さえられるノーズクリップが装着され
ている。

ゴーグル 防曇処理加工が施され、レンズ部は耐衝撃性の高いポリ
カーボネイト製である。次亜塩素酸液への浸漬やアルコー
ル清拭による消毒で再利用が可能である。眼鏡をかけた者
でも装着が可能である。密着式タイプである。

防曇処理加工が施され、レンズ部は耐衝撃性の高いポリ
カーボネイト製である。次亜塩素酸液への浸漬やアルコー
ル清拭による消毒で再利用が可能である。眼鏡をかけた者
でも装着が可能である。密着式タイプである。

ガウン 耐水性のある不織布素材である。長袖で体の全面をおおえ
る後ろ開き形式であり、通気性、透湿性があるもの。業務遂
行に支障がないよう、首部及び腰部背面で留めるしめひも
を有する。

耐水性のある不織布素材である。長袖で体の前面をおおえ
る後ろ開き形式であり、通気性、透湿性があるもの。業務遂
行に支障がないよう、首部及び腰部背面で留めるしめひも
を有する。カバーオールタイプでないもの。

グローブ 水の浸透性がなく、タンパクアレルギーを起こしにくい素材
であること。手首にガウンとグローブの隙間が出来ないよう
に十分な長さを有している。

水の浸透性がなく、タンパクアレルギーを起こしにくい素材
であること。手首にガウンとグローブの隙間が出来ないよう
に十分な長さを有している。

キャップ 毛髪を覆い、こぼれ出るのを防ぐゴム付きのもの。マスクや
ゴーグルの着脱時に巻き込まれて外れないもの。不織布素
材であること。

毛髪を覆い、こぼれ出るのを防ぐゴム付きのもの。マスクや
ゴーグルの着脱時に巻き込まれて外れないもの。不織布素
材であること。

フェイス
シールド

防曇処理加工が施され、眼鏡をかけた者でも装着が可能で
ある。

防曇処理加工が施され、眼鏡をかけた者でも装着が可能で
ある。
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簡易陰圧装置
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A checklist for pandemic influenza risk and impact management.WHO.2018 update


